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Tween80加培地に対する血清の影響に関する研究

第1報　結核菌に対するモルeヅト血清の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和35年1月3G日受付

　　　　　　　　　　　　僑少卜「大学医学音区荊rl　iXi学教室　（指導：田崎忠勝教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　　野　　　昇

　　　　　　Studies　on　the　Influence　of　Serum　Addition　on　the　Medium

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Containing　Tween　80

　　　　　　　　　Report　1．　Influence　of　Guinea－Pig　Serum　Addition　on

　　　　　　　　　　　　　　　　the　Culture　Qf　Tubercle　Bacilli

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Noborti　Ollo

　　　　　　　　Department　of　Bacteriology，　Faculty　of　Medicine，　Shinshu　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Director　tProf，　T，　Tazaki）

　　　　　　緒　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　物血満に鳳，結核菌に対する増殖阻1卜作月1の存在する

近年D・b。・・Middl・b・。。lc①⑨櫛胃w・en・80（　ことを報侃ている。　　　　　【

以下Tw80），アルブミソF・・cti・n　V，馳加えて　　教蜜の1　　沢⑯⑯は，誌に1％Tw8（蜘S・ut一

結核菌の深部膿に成功・V。lk　and　My・vi・④Mi－　。n培慰こ騰．。ルモツ1・」備を漁1した齢，　tuie

li・r・・nd　R。・・s1・・④等は，　Aerati。・齢蝋によ　灘頸1では，5・倍までの榊：［IP．tL：v。肌て1・。・綿釈

り，結核菌は対数的に増殖することを報告し，本邦に　　　まで増殖抑ilscF用を認めこれをTw80との協岡作用

おいても青柳・水野⑥⑥，川村，河合⑦，土盤⑥，醒　　　によるものと推窟し，この作用はpl・rの変動，【直備

間①・興誘又⑩，ア・購⑪耕⑫等数多くの鮪が　の非1動化湯乏酸脚鱗Tw8・の㈱細よ…辮

なされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がなく，叉此の増殖抑制f’F用は高分子分劉中に存在し

　かXる抗酸性菌の振薩培養を行うに当り，nd般に1音　　たと述べている。

地に添加されるアルブミンについて・Dubos⑲はそ　　　私は柳沢⑯⑯の報告した結核菌増殖抑制作用につい

の禽成培地において，人・牛血清並びにアルブミンを　　　て更に培地の稲類t接種菌鍛に対・する抑制fF用の変

1吻こ培地に加えて，1吏IT導しているがその馴iとし　化，免勧渤示す抑制　・騰について，撒糠を

て，Tw80の解瓶微鍛接種結核瀦の畢期発育を可能　　　行い興味ある知見を得たので報告する。

にすると述べ，此のアルプミソの増殖偲進作用につい

て，D・b。・a・d　Midd1・b・・。k④は，この効果はア　　　　実験材料並び【こ実験方法

ルブミソによるものではなく・血消内の耐熱性の因子　　　　1）使用菌株，教室保存の人型結核菌H2株，牛

によるもので・アルコー・呵溶性であるが・その本態　型徽菌R・v・n・1株，庭載松本病院入院齢の・級、

は未だ不朋であると述べている。　　　　　　　　　　　中より分離した患管分離株，中村株、大輸株，大田

結核菌の増殖に対する灘因子の作用については，　株，大谷株，平津株の琳を用いた。

今日まで醐せられな・・点が多く・古くL・・i・⑳は・　・）蛸・・6m・吸・こ斜・禰…9前後嘩

免疫動物の体内では，正常動物に比し明らかに結核菌　　　康なモルモヅトから得た新鮮働性、【血清を使用した。

の増殖が阻止されると報管し，本邦においても，佐藤　　　β）．試験管，勘津A．K．　A．光電光度計の比色用．el

⑳，伊藤⑳，緒方⑳t沖中⑳，本間⑳等は免疫血清の　　　ルと同質のガラスで特別に製作したL型試験管を用

抗菌力を認めているが血中抗体との関係は，不明の点　　　い，クpa・一一ム硫酸液に24時間浸した後，流水で十分に

が多い。一方疋常動物血溝についても，Boissevain⑳　　　洗1條，更に蒸溜水で溌藤Lたものを使用した。

は，人，モルモツ1・，家兎，羊，馬血清は合成培地で　　　4）使用培地，Sauton培地，　Dubos壇地（栄研

結核菌の増礁を促進すると報告し，更にDavis　and　　製），　Tw80はAtlas　Powder　cQ，のものを使用した。

Dubos⑳は並L清アルブミン以外のアルブミン並びに　　　5）振磁培養器，贈卵器内に振盤装践を備え外部に

グロブリソは，結核菌の増殖には全く効果がないと述　　　モーターをとりつけ，試験管の振1盈は中央を中心に

べている。本邦においても宝来⑳，三浦⑳，は健康動　　　上，下に5cm・1分間30往復を行うようにした。
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6）振酬縦法、水野⑤⑥等の法に準じ，荒弁⑫の　　Sauton培地で∬i常モルモツト頃繭が1酬1掘lill伽1糠

方法によつた。即ち，使用繭株を小川培地に継代培養　　　示すことを確認したが，此の抑制作珪1と培堀成分との

し，実験に当つて2週間前後培養の比鮫的新しい菌5　　関係を追求するためDtibos培地を用いて同様のじ燭51

mgを1％Tw80加Sauton又はDub。s培地にと　　を行つた。実験成籔は図1に示す』：うにH諺株，は

り5H間振1轟均等に増殖せしめOptical　Density（以　　　Sauton培地におけると同様10，1LO，1000倍稀釈で

下0，D．）1．95～2，0に達しブ冨愛，その一定菌姫を試　　　O．　D．の増加は認められずSautQn培地，　Dubos培

験培地］．Om1に接種した。拍［清は培地当り10倍，100　　地の闘では増殖抑制作用に蹴異はなかつた。　Rav乏曇n¢1

倍，1000倍の稀釈になるよう無菌的に添i加した。昏系　　　株の場合も全く岡様であつた。

列に」血満を添加しない対照倍地をおいた出は勿論であ

る・　　　　　　　　　　　剛D。b。、馳でのH，，株セ謝す舗醐［細・」1’S
　7）　増殖度の測定，測定やま島津AKA，光蹴光度．

計にL型試験管をそのま鼠差し込みFiiter　5001nμを

用い0，D，を測定した。測定は7～101三1間行い必要

により2週聞行つた。

　8）　生菌数の測定，遡賜に稀釈して3％小川培地に

還ーラ己培黄し，生じたコロニーから求めた0

9）抗結核菌免痴備のf眼，緬騨・網提要⑰に

従いH2株を用いて行い。抗体価の測定は熊輩詳⑮の方　　　Is

法によつた。

10）．血満の超遠心法分劃，Campbell　et　al，⑲金箱⑳

の方法にしたがいモルモット」直L清を3000RPM，10分

問遠心復の」繭をそのま咽立製40P型超遠心器で　　1’°

40000RPM匿5時間遠心，一ヒ，中，下の三願に分け，　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
央々のi蟹白濃度鷺測窟した後使用した。全操作を無菌

的に行つたコ葬は勿論である。

＿＿＿靱聡嚇膨』，燈順　　　　　　　　　・

　　　　　　　案験成績

　　DH2株，　Ravenel株，患者分離株を用いての増

　殖抑制作用

・教室の柳沢⑯⑯。報鰹、れば1蹴養灘よ，正　　ローい’e7　’・
　常モルモツト、前L溝を1％Tw80加Sauton無蛋白培

　地に添加した場合，100倍並びに1000倍稀釈まで0・　　　m接種菌鍛による0．D．と生繭数の変化，接繍菌

　D．の増加が調められず完全に結該菌の増瓶を抑fiSIJし　　徹についてMiller　and　Roessler④は，培地40mlに

　たと報告しているが，私は更に人型結核菌H2株．牛　　Tween－Albumin培地7～10日培養のO．6～0．8

型繊菌R・v・・e1株1儲分me＃k＊＊・i，畑・大　m1，螺③は培地9・・ml　e・D・b・・7曄蜘10－・

　谷，大輪平津株を用いて柳沢同様の実験を行った。　　　稀釈菌液1ml並びに原液lmlを加えた場合ほ罫岡様

　接種菌鍛は1％Tw80加Sauton培地5日培養の菌液　　　の0．1）。増加を認め，10謡稀釈1mlでは0．　D．の増

　10－1稀釈1、mt・（接種後の推定生菌数6x106／1ml）　　　加が認められなかつたと報告し，青柳，水野⑩はTw

　を用いたが』7菌株ともに対照は2～3日で対数増植に　　　80加Sauton培地でO，3　mg／10mlとかな叱｝穴蹴庸

　入り7～臼日後に定常期に移行している。これに反し　　接種している。私はU6　Tw8Q加Sauton∫音地5F・1

　て血清稀釈添加した試験培地では10・100・1000倍稀　　　培養の1、5，25、125，625倍，稀釈菌液各1m1を1

　釈ともに0・D・の増加は羅められず増殖な抑制し・柳　　　9z6　Tw80加Sauton培地10mlに接稀し0，1）．の増

沢⑯⑯と一致する成績醐た。　　　　　加及群i禰数の瀞を追就た．惣成繍では1齢

　　1）1％Tw80加Dubos培地を使用した場合の増　　　釈では直ちに対数増殖に入り5倍，25催稀釈では菌：殿

　殖抑制作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に応じて調整期が延長し125倍以上では0，D，の増加

　　私は実験1）に於て柳沢⑯⑩と同様1％Tw80加　　　を認めなかつた。生菌数の増加も蓑1に添されるよう



1960・2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131－（425）
　表　1　接種菌徽による生菌教の消長　　　　　　　　図皿の②

職磁［『・・一湖・・　　5倍稀釈融1ml獺し湖合の抑制伯…用

菌
液
稀
釈
倍
数

　1倍

　5倍

25倍

125倍

625倍

68x10百

130x↓0瓜

21×10’1’

32×ユσ1

72×102

18x10T

26　×　loe

31×10s

40×10tS

81×102

33×107

20x107

12×lov

　2x104
120×102

26×107

3x］，os

32×10T

8×10n

6×102

図∬の①

　　1儲L稀釈菌液1m1接種した場合の抑制作用
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a，’ @，・．、．＿＿＿＿．一．．＿＿＿＿＿＿＿　　　　25倍稀釈蘭液1m騒種した協合刎職ll作胴

に0．D．増加とほ準一致した。此の成繊から結核菌の

振幽培養にばかなり大燈の繭を使用しなければならな

いものと考えられるo

　　］y）接種菌盤と抑制作用の変化

実験亙）の成績から　1，5，25倍稀釈菌液各1mlの　　　。

接種燈に対して1％Tw80加Sauton培地に100，

1000倍稀釈eル受ット血溝を添加した試験培地を使用

して輿験を行つた。実験成織は図皿（①②③）に示さ

れるように1倍稀釈繭液1mlの接種では血清1000倍

q

稀釈の（）・　D・の変化は対照と火差なく，血漕100倍　　　　　　　　ノ／

轍では2日蹴で購微的にαD．増加が認めら　　謬翻姦・一…凱・国一・一・一聯鳳一儲際
れたがそれ以蹴αD、増加を示さず増鵬欄され　゜1ろ・一一・一・・，・・　’u’“　？e9

た。5倍稀釈菌液1m1の接種の場合は血漕100倍稀

釈ではP・D・増加は認められなかつたが・1000倍稀釈　　　められず，完全に増殖は抑制されている。この成績か

では7日目まで算術級数的に0．D．増加し7日目以降は　　　らモルモツト血清の結核1欝に対して示す増殖抑制作用

0・D・の増加を見なかつた。25倍稀釈菌液lmlの接　　は接種菌量に応じてその抑制程麓を異にし，1倍稀釈

種では血清10Q，ユ000倍稀釈ともrc　O．D。の増加は認　　　1m1（接種後の推定生菌数7xユ06／lrnl　）では，、血湾　　’
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1000倍稀釈添加の場合はもはや抑制作用は認められな　　　　図IVの①　　非保存培地での抑制fノ｝棚

いことを確かめ得た。

　　V）血溝添加の時聞による抑制作用の変化　　　　　　2e

　1％Tw80加Sauton培地に振1盈直前，12時間，

24時問，48時聞，72時間後に夫々血消100倍稀釈添加

し0．D．の変化を追求した。実験成績は図皿に示すよ

うに12時間では振獣颪前と同様，2塒間では並L消添加　　　Is

とxも｝こ0、D。増加は停滞した。48時間ではその後6

日目まで着干の0。D．増加を認め7日目以降は増加が

えられなかった。72時間では対照と同様抑制作用は全

く認められなかった。この実験を実験W）と比較して　　　1・O

対数増殖期の薗は抑制しがたいことがわかる。　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
剛血融の嚇。よ酬f，腰イヒ　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，s

　ノ
　グ　　　　ー＿＿＿．～．　　　　　　　　1、“
z〆〆！一 @　　　、卿、’一

o　　　l　　忽　　　3　　　舜　　　壁　　　6　　　n

　　W）Tw80加Sauton培地に血清添加し37ecに

　保存した場含の0．D．の変化　　　　　　　　　　　　　“「

　Dubos①は培地に添加されたTw80の灘性に・つい

てTw80の水溶液は室温数週で結核菌の増殖に阻轡

作用を示すようになる，と述べその原因についてlt．X一

だ不明である。私はユ％Tw80加Sauton培地に血
蒲100，1000倍稀釈添加レ（鰐卵器内で37°IC　3日並

一γ一一1－一一whT－T－　－MSザー一酬動一

図Wの②　37°C，7日保存した培地での抑制伶用

銑恥　’

　’回賦

　　　／
ノ萎≒ご二＝：＝Lr＝篇二＝驚＝＝二

　　1　　　　　　　「一一『「

　』びに7日保存し，夫々に3倍，10倍稀釈菌液1m1を　　　釈菌液1inl接種のときは血消100倍稀釈では議がな

’　接種して0．D．を測定し，抑制作用との闘係を追求し　　　く1血蒲1000倍稀釈では保存培地は誹…保存培地より着

　　たo，別に対照として非保存のものについて同じく振鹸　　　干（弘D。増加を示したo

　　培養を行った。爽験成御歌．図バ（①，②，③）Vこ示され　　　　　珈）モルモツト血溝の超遠心法分劃が示す抑制作

　　るよう・に，接種菌貴が釦一1稀釈菌液1m・1接種のとき用
　　は3日，7日保存と非保存mp’iものに差はなく，3倍稀　　　　教室の柳沢⑯はさきにモルモツト血清の超遠心法分



1960，　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1．33－（427）

劃について，結核菌増殖抑制作鼎ま中，下層に存在　　　　図IVの③　37°C，3日保存した培地での抑制作用

し，上層には抑制作用が認められなかつたと報告して

いるが，この実験で柳沢は【血L滴の稀釈を容Illl比によつ

て行っている。私は更に1血1澗の撮白秘：との関係を詳し　　J°　　　嚇鴨和　’”’一”nt一凹洲’灘亀塊伽蝋醐鵬鰯

く追求するために上，中，下層の総蛋白昂：な測定し，

（＿1二。　L2g／dl，”1t　5．ユg／dl，　コぐ，9．Og／cl1，　遠r〔＞iii16．O

g／dl）遠心後の各層と比較すると夫々遺心前の1／r｝，ほ

ぼ同搬，1・5倍となつているので，これな遠心前の螢

白辞1：に二換算し，100，100〔｝倍稀釈になるようにして添

加し実験を行つた。

　実験成績からは上，中，下牌ともrこ0、D．増加は認　　、t。

められず完金に結核菌の増殖を抑制していた。

　　下11D抗繍亥菌郷費血満の抑制作用　　　　黛

で灘翻灘！雛il窟縞喋
神中⑳，本聞⑳等免疫1丘L潜の抗菌力な認める者も多

いo然しながら1血し中抗体｛lliiとの関係は未だ解明されて

いないo私は1％Tw8‘｝力II　SautQn培地での振il盈培握

によつて，冊ル干ツト及び家兎免疫1直L満の示す結核菌

増殖抑制作用を免疫前雄L漕のそれと比較実験を背っ

た。輿験戚績は棄皿に示されるように赤血球凝纂反応

は上昇したが免疫頚噛と免疫前血滴との間に有意な養　　　を認めなかった。

表H　　　　家薦並びにモルモツトの免疫前【位澗と免疫i血潤が示す増殖抑制作用の比較

憶’　、、供誠動物

　　　　血溝　＼　　　　採取期

　　　赤血球凝
＼k集反陣L・

x　　血溝稀
＼　　釈倍数
　t

L遡度

窒兎・隊兎・巨ル釧・i・ル…。1ゑ
錘　饗　鍵　鍵　誕　擾　擾1穫
　前　　後　　前　　後　　前　　後　　前　i後

・・1・224・・｝・，12　1・1・56i・i・・12
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±1＋H＋1＋1＋1＋i＋H・N＋H＋i一
註：＋；抑制強度　　士；抑制軽度　　一；抑制せず

　　　　　　総括並び1こ考按　　　　　　　　　　　　　0・02～O・05％で少なかつたのではないかと述ぺてい

。，b。，，　M、ddl，b，。。、①②等が。。，。，。。ブミ　る・し汎・M・11・・④は…5％の培地で騒欄・．

ソF，、cti。。　Vを用いて抗酬…菌の深部縮に成功　成肌て渤・1購職｝こはTw8°磯のみでなく・

し，V。lk．。nd．My，via③，　Mil！e，　and　RQe、，1，r④　1蝋鶴聖・擁綱数・側繍購・種々の閃子が隔

OPはこれを応肌て結核菌の振1繍掴誠机ナ，がt　するものと叛られる・接種菌惣こついてほMill・r
本抽。おいても翻L水野⑥⑥，　」ii村，融⑦，、1、膿　④等は・培｝邑4・皿1・V・・Tween－－Albumin　tlfStll，7一

⑧，呉，勝又⑩，戸塚等⑪，荒井⑫等数多くが振1搬培　　　10日培養の0・6～0・8m1，土騰⑲は10“一　t稀釈1ml，

養の発育｛騰効果を瀦している。　　　　　制⑪は原液1ml，榊轍5mg掴と何れもかなり
レかしながらS・haef・・⑭等及びK・11⑳獅反　燃｝・使肌てし・る。私は1％Tw80加Saut・・培

対成績もあウ，土屋③は彼等の使用したTw80の量が　　　地5日培獲の10－1稀釈1m1を接種薗量として用い良
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好な酬を得ること融来た．5Z・1・％　Tw80加S・u一　漁一1血L脚000榔鰍では，　lillfl］1］1・1・用齢く認凝，ら

ton培地5日培渡の25倍稀釈（接種後の推定生菌数　　　れなかつた。更に爽験V）により，10－一　’L稀釈菌液

2×106／1ml）まで｝燃灘1の増殖を認めたが，・2賠　1mll嬬振脚21｝鋼後、欝撒聯に入つ鳳のに
稀釈以．」二では0・D．の増力rlを認めず生菌数も減少Lて　　　（推宛生菌数5×1（）t｝／lml）1直L満100　f・皆稀釈鶴加して

・・た・川村⑦も馳1。mlに・・5m・肝の菌削辮　も，増jhk：ISH、1・欄1よ認められず．鰍⑰⑯の詳陥しV、：

し醐合には＋分醗育が・忍y・られずVit・lityの高　恭・｛撚1止師：抑・lljllel・M　it，　’“1，iitt，1．：の物1と呂、に，1｝1鰯L，

い＋分燃・藁：の接勲刎1とするこ2．t・tf認めている。　こa）変化醐欄㈱画暴剛しては，卿翻著とな

　般に抗酸性菌の振温培凝を行うに当り，培地に添加　　　るのな認めた。

される1血灘びにアルブミンにつし・てe・k　Tw8〔切解　　1）・b・ls①は，その駆11、瓦欄であるが，職11に添

概しての欄の外，D・bc・・⑳はア・レヅ・ンのみが，　加されたTw80はlr、［量　｝の齢凋，り藻　1孟数週鮒1

餓鞭刺榊された小・・｝：紺嫡が科」醗育鯛能に　核菌劇lll謝棚赫すと報佃ズいゐが，働行。・）・r．：

すると鮪・J：「　ee結核菌の1嬢f腿1肝は・誹．・魏〒↑　1　・鰍m蝋！，果では，1％Tw80加S、ut。。培地に

であるが・セ…1／袋｝こア・レヅミソ溶液畝れて・ジ　［欄郁i枷して37・C711解∫・したも囎，」1・餌r・の

ウムの中へ吊すと，菌の成畏を侃進し・このことはメ　　　ものと」層ヒ較して，接種菌甲．10ヒt稀釈菌液ITnlのと1ぎ

ジゥム中の透榊剛紛・との撚1’剛によりそ・・螺　 蹴諜はなく訓、鰍1轍1副のとぎ　・｛よ，1備
を肘のであ7）　「）と述べていぞ・・そ曜，ll　tlb。s・・n・1　1・o簡鰍で1瑳がなく，1備1【糊稀理1愚よ、1賄

Midd1・b…1・②は物・n・満・・プ・・Fra・・i。・V　l棚、L剤、儲1，1地．1，り柵・。，D，．JIYi　hllし，　D、b。，①

酬粥な糊のレヅミンでは薦ない促｝雌f棚観す　の締Ts・8〔｝の鰍勒1は、な、〈t酬蜘醐（〕・。倍

がこの（’FJT－1は・ア・・六・蛋由鳳るもので臆く・　下鰍叫捌瑚・f・．J目囎1職，附獄うに麟，締。

アル　？　’”’ル嚇性の1阯溌桝剛燃性［，N　］’・1こよるもので　　儲の，i備心齢靴一醐1醐作脱の関tfl，・i’、・1．・・ll）

あるが・「継詳繍燗らカ・に隷ないこと榊晧して　V・てem，私の鋤によると、」。，中，・階と就鮮

いる・か・Lる面離びにアルブミンの示す徽菌脇1〔　増殖刎珂1制L．，勘認め亥瀞つ鵡尚珊岬熔i、燗
促進f禰は・S・h・ef・・等⑭S・t・i・…dY・・m…　してe・、X、r・1・’、・1、JIであるため，こ酬】舗・用と融の㈱に

⑳Da・zi・・⑳雑よつて認められている。一熊来⑳，　ついては，1…1・翻1｛，なカ、つた。

三浦⑳は正常モルモット面L漕の結核菌増殖阻llイ1用に　　　結核免疫｝1二おける液IUkL’N　l’・の役「illについて，鞭1ミは

ついて，幸階を行つており，繊碑ll駅⑯⑯のS・・t’”　荊1球凝籔応によつて，耐・に抗体が獅三する＝と

on無蛋白培地における実験でも，正常モルモツトt直ttw　　が知られている。ところがこれ等の抗体力防禦14‘と1、

単独添加の場合・」血．漕5研「f稀釈まで結核菌の増殖を阻　　　て，免疫に関与し．ているか否かについては，否．死的な

・ILし・しかも1％Tw80加Sauton培地では，，血，澗　　　見方が強い。その実験的根拠は，免擾血澗にin　Vitro

1000倍稀釈まで完余に結核網の増殖を抑制し，血．溝　　　で，綜核菌の増殖を阻上1：する力のないこと、’又i捻1．漕に

100倍稀釈では殺菌的であり，王00（1倍稀釈で｝蛸繍的　　よる防禦：JM＞受身感作の成功しないことにあるとされ

で，この増殖抑制作用は．モルモツト畑轡とTw80の　　　てきた。しかし，、血中抗体の防禦力を認めた報暫もあ

協同作用であると報告している。私の人型結核繭Hu　　り、古くLurie⑳は，コロジオンを灘つた絹袋を・

株，牛型結核’繭Ravene1株，患者分離株5株を用い　　動物の腹腔内へ入れ，細胞の関与しないメジウムで，

た，1％Tw80加Suuton培地における鍵験も，接　 結核繭の生体内培i鰹を行い，免・疫動物の体内では，正

種菌量，10－1稀釈菌液コml（接種縫の推定生薦数6　　常働物に比し明らかに，菌の増殖が阻．止されることを

×105／1ml）の時には，」血滴1000倍稀釈蓑で，　O．D．　　認めている。

の増加は認めず，柳沢⑮⑯と全く一致する成績を得　　　本邦においても，佐藤⑳，阻藤⑳，緒方⑳，沖中⑳，

た。菊培地と抑制f禰の関係についても，S・ut・n・絹剰⑳等は，免痴購の抗醐」を認め，1・仲⑳は徽

培地とDubos培地とでは・この抑制作用に蕪を謝め　　患葡血1満のγク・　peブリン中には，結核菌によつて，特

ることは出来なかつた。しかるに，接種歯脳：を増す　　　、興酌に吸収される部分のあることを，電気泳動法で観

と，5倍稀劇菌液1ml（接種後の推定生薦数1×i．Ot］／　　　家している。辻等㊥⑫によると，結核菌の増殖阻止作

ユml）鞭のときは・血漕100憐笛釈では，　O．D．の　用には徽扉i分子汲びli紛・咽子が，1（要な意∫融

増加はないが，上血滴】OOO僑稀釈では，若1二〇・D．増　　　有し，非病原｛fl菌には，高分子因子（恐らくは無白）

加が認められ・原液1ml（接種後の推定生灘7×10‘’　が、劫樹冠には，低・分子附が，、発割LIL的に佃1ける

／hml）接種のときは，．血清100倍稀釈でO・D・が若干　　　と述べているが，血漕又は体液中の抗体との関係は，
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